
陸上渡御（猿田彦と側用人） 

猿田彦火渡り 

ワタスゲを中心とするヌタベット湿原の景観 

 

ミツガシワの生える河跡湖 

※写真提供：古平町観光協会 
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 このニュースレターは、「文化財に親しむ機会の提供に関する事業」の一つとして、身近な文化財情報をはじめ、

文化財を活用した事業などの紹介を行っています。ぜひ学校教育や生涯学習の場で広くご活用ください。 

  
 

 

令和 7 年、令和 8 年に新指定、追加指定及び名称変更された北海道指定文化財を紹介します。 

【琴平
ことひら

神社
じんじゃ

祭典
さいてん

神輿
み こ し

渡御
と ぎ ょ

行列
ぎょうれつ

】 

古平町
ふるびらちょう

で毎年 7 月に行われている「琴平 

神社祭典神輿渡御行列」が、令和 7 年 6 月 

18 日に北海道指定の無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

として 

指定されました。 

この行事
ぎょうじ

は 100 年以上続く琴平神社の 

お祭りで、神輿
み こ し

の行列が町を進み、最後に 

「火渡
ひ わ た

り」とよばれる神事
し ん じ

が行われます。 

火渡りでは、天狗(てんぐ)のお面をつけた 

猿田彦(さるたひこ)を先頭に、大榊
おおさかき

、獅子舞
し し ま い

、神輿
み こ し

が燃え上がる火の中を通りぬけ、火の力で悪い

ものをはらい漁
りょう

の安全を願います。 

猿田彦には「面をつけたら話してはいけない」などの決まりがあり、地域の人々はこの伝統
でんとう

を

守ってきました。 

古平町では保存会をつくり、町の文化財にも指定するなど、行事を続ける努力をしています。

こうした歴史と地域の協力が評価され、北海道の文化財として新しく指定されました。 

【大津
お お つ

海岸
かいがん

トイトッキ浜
はま

およびヌタベット湿原
しつげん

野生
や せ い

植物
しょくぶつ

群落
ぐんらく

】 

 令和 8 年 6 月 30 日、北海道指定文化財（天然記念物）である

「大津海岸トイトッキ浜野生植物群落」が、豊頃町及び浦幌町の地

域を追加指定することに伴い、「大津海岸トイトッキ浜およびヌタ

ベット湿原野生植物群落」として名称変更されました。 

今回追加指定された地域は、十
と

勝川
かちがわ

の河口近くに残る貴重
きちょう

な湿原

で、ワタスゲやミズゴケを主体する湿原や、沼地付近に生息する希

少なミツガシワなど、自然のままの植物が多く見られます。これら 

の景色は、かつて十勝川周辺に広がっていた自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

を今に伝える

大切なもので、地域に残された原風景
げんふうけい

を知る手がかりになっている

ほか、湿原の広がりや植物の多様さは、この地域の自然が長い時間

守られてきたことを示し
しめ

ています。 

この湿原には珍
めずら

しい植物のほか、湿地にくらす昆虫
こんちゅう

や鳥類
ちょうるい

など

の多くの生き物がいる生態
せいたい

系
けい

が保
たも

たれているため、今回の追加指定

及び名称変更により、そうした環境の一体的な保存を図ります。 

 
ぶんかざいまるちなび 

文 化 財○知 ナ ビ 
№66 

新たに指定された北海道指定文化財を紹介します 



小樽港防波堤施設 北防波堤斜塊部 廣井 勇 伊藤 長右衛門 

 

 

 

小樽港にある北防波堤・南防波堤・島防波堤の三つの防波堤が、令和 8 年 1 月 15 日に

国の重要文化財として指定されました。 

この防波堤が日本の港づくりの歴史の中でもとても大切で、今も役目を果たしているこ

とが高く評価されたためです。小樽港の防波堤づくりは、明治 30 年ごろから大正 10 年

ごろまで、約 24 年間という長い時間をかけて行われました。手宮
て み や

の方から伸びる北防波

堤、平磯
ひらいそ

（築港
ちっこう

）の方から伸びる南防波堤、その間にある島防波堤の三つがそろうことに

より、強い波から港をしっかり守ることができます。 

工事は二つの時期に分けて進められ、第一期工事では北防波堤が作られ、第二期工事で

は南防波堤と島防波堤が作られ、北防波堤も延ばされました。工事には、日本の技術者で

ある廣井
ひ ろ い

勇
いさみ

さんと伊
い

藤長
とうちょ

右
う

衛門
え も ん

さんが大きくかかわりました。 

廣井さんは、コンクリートのブロックを斜
なな

めに積
つ

む「斜
しゃ

塊積
か い づ

み」という方法を使うこと

で、波に強い防波堤を作りました。また、コンクリートの強さや長い時間での変化を調べ

る研究
けんきゅう

も行いました。伊藤さんは、ケーソンとよばれる巨大なコンクリートの函
はこ

につい

て、完成したら傾斜
けいしゃ

のついた「すべり台（斜
しゃ

路
ろ

）」を使って、海へ滑
すべ

らせて着水
ちゃくすい

（進水
しんすい

）

させる方法を取り入れ、この方法は、その後ほかの港でも使われるほど画期的
か っ き て き

でした。 

こうして作られた小樽港の防波堤は、日本人だけの力で完成した初めての本格的な防波

堤で、完成から 100 年以上たった今も港を守り続けています。このように、歴史的
れ き し て き

にも

技術的
ぎじゅつてき

にも価値
か ち

が高いことから、国の重要文化財に新しく指定されました。 

 
 

 

これまでに指定された北海道指定文化財については、北海道教育委員会文化財・博物館課のホームページに

掲載していますので、ぜひご覧ください。 

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/bnh/bun-hogo-do-sitei.html 
 

 

 

 

 

※「QR コード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
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〔お問い合わせはこちらへ〕電話 011-231-4111（内線）35-620 メール kyoiku.bunka2@pref.hokkaido.lg.jp 

           

      

他にはどんな文化財が指定されているの？ 
 

小樽港
お た る こ う

防波堤
ぼ う は て い

施設
し せ つ

（北防波堤
き た ぼ う は て い

、南防波堤
み な み ぼ う は て い

、島
し ま

防波堤
ぼ う は て い

） 

が 国の重要
じゅうよう

文化
ぶ ん か

財
ざ い

に新指定
し ん し て い

されました 

※写真提供：国土交通省北海道開発局小樽開発建設部小樽港湾事務所 
 

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/bnh/bun-hogo-do-sitei.html

